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水中の分子・イオンと選択的に相互作用
する機能性炭素材料の開発
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本研究では、分子認識可能な機能

部位を炭素材料に付与し、水中に

含まれる分子またはイオンと選択

的に相互作用または除去する材料

に展開します。炭素材料は水分野

への実応用が広く行われています

が、原子・分子レベルでの構造制

御が困難であるという理由から、

化学的基礎研究の蓄積が十分とは

言い難い状況にあります。私は有

機合成と炭素材料の両方を専門としており、新規な水圏

機能材料を創出することにより本研究領域の発展に貢献

したいと考えています。

水圏で形成される有機無機複合体結晶の
創出と機能開拓
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単結晶 X 線構造解析は、結晶内部

に含まれる分子の位置や配向を原

子レベル（× 10‒10 m）の分解能で

明らかにできる強力な分析手法で

す。近年、結晶にナノレベルの均

一な穴が空いている細孔性結晶が、

有機小分子の構造解析に有効であ

ることが示されました。本研究で

は有機分子と金属錯体を水圏で集

合化させて得られる細孔性結晶を

用いて、細孔内部に含まれる水分子の集合構造と性質を

明らかにします。放射光分光や計算科学の結果と照らし

合わせることで、細孔界面の水分子の構造と性質の相関

関係を明らかにします。

水圏環境で自己集合化する金属イオン配位
駆動型超分子ペプチドの開発と機能発現
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水中で複数の相互作用を協奏的な

駆動力として任意の構造のナノ集

合体を形成する人工分子のデザイ

ンは、水圏機能材料の創製におい

て重要です。本研究では、水に親

和性のあるペプチドを基盤として、

遷移金属との配位結合をトリガー

としてさまざまなナノ構造体へと

集合する両親媒性の自己集合化ペ

プチド材料の創製を実施します。

種々のアミノ酸から成る多様なペプチド構造と遷移金属
イオンの組み合わせに

より形成されるナノ構

造の相関を明らかにす

るとともに、ナノ構造

上に集積した遷移金属

イオンを利用して触媒

活性などの機能発現を

行います。

イオン性ラダーポリマーに基づく水圏
機能材料構築学の創成
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イオン性置換基を持つ高分子は、

特異な水との相互作用により多様

な物性を発現します。このイオン

性高分子の主鎖を、二本以上の化

学結合で結合されたポリマーであ

るラダーポリマーにしてみるとど

うなるでしょうか？ラダーポリ

マーでは主鎖に沿った自由回転が

不可能であるため、導入されたイ

オン性官能基の配向や、主鎖に対

する相対的位置を制御することが可能であり、従来のイ

オン性高分子とは全く異なる性質を示す可能性がありま

す。本研究では、このようなイオン性ラダーポリマーに
基 づ き、新

たな水圏機

能材料の開

発に挑戦し

ます。




